第11回事業者あり方検討部会実施報告
開催日：平成25年3月27日（水）
場所：プリムローズ大阪　2階　羽衣の間
議事：大阪府食の安全安心顕彰候補者の審査について
会議の公開・非公開：顕彰の審査について非公開とする。
　（理由）大阪府情報公開条例第8条第1項第1号、第4号および第9条第1号に該当するため。
受賞者：計7名
	部門
	名称あるいは氏名
	講評

	事業者
	農事組合法人かなん
	 大阪エコ農産物認証制度の取組、地産地消をはじめとした地域の活性化、次世代への熱心な食育活動など、大阪を代表する総合的に素晴らしい取組を評価。

	
	有限会社しものファーム
	 生産履歴の公表や大阪エコ農産物認証制度、ＧＡＰへの取組などの安全安心な「こまつな」を生産する熱心な姿勢や、食育活動を積極的に行うなど、食の安全安心の推進へ向けた取組を評価。

	
	株式会社フレンドリー
	 独自の品質保証システムを確立し、加えて大阪版食の安全安心認証制度を支店に導入するなど、組織として食の安全安心の推進を強化する体制を評価。

	
	松尾　義信
	 食の安全安心の推進に関するボランタリー精神と長年の活動、また、地域に密着した積極的な活動を評価。

	
	三好　岩雄
	 大阪版食の安全安心認証制度の普及に関して、移動販売車への認証マークの掲示がユニークであり、また、パネリストや講師としての活動を含めた、幅広い普及啓発活動を評価。

	消費者
	NPO法人関西消費者連合会
	 消費者の立場から地道に食の安全安心の取組を行っていること、また、事業者や行政と連携しながら活動している点を評価。

	
	吹田市消費者団体協議会
	 団体間の連携を重視した地道な活動に加え、食の安全安心に関する情報発信や啓発活動を熱心に行っている点を高く評価。


≪その他の参考事項≫
表彰式
開催日：平成25年4月26日（金）11:00から
場所：’13食博覧会・大阪　ス米ル・マルシェ食育館（インテックス大阪3号館）ステージ
　
顕彰制度に関するアンケート
’13食博覧会・大阪会期中、6号館大阪府ブースにおいて、受彰者の取組紹介パネルを展示するとともに、来場者約100名に対し、顕彰制度についてのアンケートを実施。
【結果】
Q1.　あなたについて教えてください。
回答人数：104名（男性42名、女性59名、無回答3名）
年代分布：10代以下14名、　20代13名、　30代13名、
40代20名、　50代18名、　60代以上26名
Q2.　この表彰制度を通じて、食の安全安心に取り組んでいる方がいることを知ることで、食に対する安心感が高まると思いますか？
　　　そう思う：84名
　　　そう思わない：3名
　　　どちらともいえない：16名
　　　無回答：1名
Q3.　今後、どのような場所で表彰式を行うのが良いと思いますか？
　　　食品関係のイベント会場：84名
　　　食品とは関係のないイベント会場：10名
　　　表彰式のみの式典として行う：4名
　　　その他：8名
　　　　（具体的に：音楽イベント、御堂筋Kappo、水都、JA生産者大会、駅前、府庁）
　　　　＊一部重複回答あり
Q4.　表彰制度をPRする手段として良いと思うものは何ですか？（複数回答可）
　　　ホームページへの掲載：65名
街頭でのキャンペーン：47名
　イベント会場でのパネル展示：39名
　　　フェイスブックの利用：31名
メールマガジンの利用：20名
　　　その他：15名
　　　　（具体的に：TV、新聞、ラジオ、地下鉄等の張り紙、回覧板、府庁・市役所の　　　　　ホームページや庁舎内での掲示、大きなイベントでの広報）
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